
 
今月のねらい 

ぶどうぐみ 
◇保育者や友だちとの関わりを深めながら、ゆった 
りと過ごす。 

◇様々な欲求が満たされ、一人遊びや探索活動を十 
分に楽しむ。 

 
はとぐみ 
◇絵本や手遊び・歌を通して言葉に親しみを持ち、 
自分の気持ちを表現する楽しさを味わう。 

◇保育者に見守られ、意欲的に衣服の着脱をする。 
 
ひつじぐみ 
◇遊びや活動を通して、保育者や友だちと関わりを
持つ事を喜ぶ。 

◇自分のイメージを動きや言葉で表したり、描く・ 
作る等、様々な形で表現することを楽しむ。 

 
ゆりぐみ 
◇遊びを通して共通の目標を持ったり、互いの思い 
や考えを共有しながら、関わりを深めていく。 

◇様々な運動遊びを通して、のびのびと身体を使い 
友だちと一緒に活動する楽しさを感じる。 

 
ばらぐみ 
◇友だちと一緒に遊びながら、自分の思いと相手の 
思いの違いに気付き、折り合いの付け方を考えな
がら遊びを進める。 

◇暑い時は自分で汗の始末を行い、快適に過ごすよ
うにする。 

 
ほしぐみ 
◇自分の思いや意見を主張したり、相手の意見を受
け入れながら、友だちと遊びを深める。 

◇友だちと協力して活動に取り組み、達成感を味わ 
う。 

 今月の聖句 
みてみて ／ おもしろそう 

気持ちいい  
主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。 

詩編 23 篇１節   

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援
し、常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を
尊重する。 

９月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 
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年々、猛暑・酷暑日が多くなり、外気温が 40度超えの地域や熱中症等による

救急搬送の報道が多くなっています。夕暮れ時から虫の声が聞こえるようになり

ましたが、まだまだ続く残暑に注意が必要です。また、地震や大雨等の災害に加

え、台風など、防災に関する備えも必要となってきますので、ご家庭でもご確認

ください。 

それぞれの休み明けの登園日には、日焼けした子どもたちが楽しかった家族と

の出来事を一生懸命、笑顔で話す姿が印象的でした。 

9 月・10 月は厳しい残暑が続くようです。感染症や熱中症等から体調を崩さ

ないよう、生活リズムを整え、２学期も楽しく保育を進めていきたいと思います。 
 

家庭連絡 
◆汗をよくかく時期ですので、着替えを多めにご

用意ください。 

◆戸外遊び後や運動会の練習後など、シャワーで

汗を流すことがあります。担任からシャワー・

水遊びの終了の報告があるまでは、水遊び・シ

ャワーの準備を持たせてください。シャワーの

可否は、元気カードへの記入とサインか印をお

願いします。 

◆登園は９時半までにお願いします。 

◆欠席や遅刻の連絡は９時 15 分までにご連絡く

ださい。９時半までに給食人数を報告しますの

で、ご協力をお願いします。 

連絡のないご家庭には電話で確認をさせていた

だきます。 

◆土曜日の保育を必要とされる方は、カラー帽子

シャワーの用意・水筒など、忘れ物がないよう

にお願いします。 

◆平日にお仕事がお休みの場合の登園は９時から

17 時の間でご利用ください。またお子様の習

い事などでお迎えが早くなる場合など、園で保

育を継続されるお子様の保育は、就労時の必要

保育時間ではなく、早めにお迎えに来ていただ

きますようお願いします。 

緊急連絡先に変更が生じる場合、１番はどなた

(どちら)になるかを、乳児クラスは連絡ノート

に、幼児クラスは元気カードにその旨を記入い

ただくか、コドモンにてお知らせください。 

 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今後の行事 
 

９月 １日(月) ２学期始業式 

        ほしぐみ：遠足 

    ５日(金) はとぐみ：ミニ運動会 

    ９日(火) 誕生会 
 
１０月２５日(土) 幼児部運動会 

ゆり・ばら・ほしぐみ 

※乳児部(ぶどう・はと・ひつじぐみ) 

の保育はありません 

今月のうた 
 

♪ イエスさまとよんだら 
(讃美歌) 

♪ バスごっこ 

 

9 月は防災月間 
地震だけでなく、線状降水帯の発生
による洪水や土砂災害の被害が報道
されています。特に 9月は、防災用
品の点検や防災意識を高めるよい機
会です。災害はいつ起こるか分から
ない、という意識を持つ事や、小さ
いお子様がおられるご家庭の皆様方
は、日頃からの備えも重要です。   
※大規模災害発生時に備えて行う
災害時受け渡し訓練について
は、後日お知らせいたします。 

 小さい子どもを連れてお出かけして、ふと目を離した間に、子どもが迷子になっ

てしまったという経験はないでしょうか。さっきまでそこにいたはずなのに、どこ

に行ってしまったのか、ケガをしていないかなどと心配になって、大慌てで必死に

探された経験がある方もおられるでしょう。何かに夢中になっていた子どもの方も、

自分がいつの間にか一人ぼっちになっていることに気付くと、急に心細くなって泣

き出したりしますが、大人の方も気が気ではありません。大切な相手を早く見つけ

出したいという思いは、子どもだけではなく大人も同じです。 

 今回の聖書の言葉は、「主なる神様（命の源である神様）」と人間の関係を、羊飼

いと羊の関係で表した詩です。羊たちは普段、群れで行動していますが、時々群れ

からはぐれて迷子になってしまうことがあります。ですが、羊飼いはそんな羊を一

匹たりとも失うことがないように、最後の一匹まで見つけ出し、また外敵からもし

っかり守ります。たとえ困難な状況に見舞われることがあったとしても、神様が羊

である私たちを見捨てて、離れ去ってしまうことはありません。神様はいつでも共

にいて下さいます。そして必要に応じて、私たちを励まし力づけ、休息も与えてく

ださいます。まだまだ厳しい残暑が続く季節ですが、守られて過ごされますように

お祈りしています。                   チャプレン 牛田匡 


